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第 69 号/2026 年 3月/編集：丸岡泰（石巻専修大学） 

 

復興のツーリズムとしての教育旅行実施を願う 

宮城県立支援学校岩沼高等学園 青野也寸志 

 

１ 復興のツーリズムとしての教育旅行実施の意義 

2011 年 3 月 11 日の東日本大震災からおよそ 15 年

の歳月が経過した。そのような中、災害復興を願う中

において探究した結果、教育旅行に辿りつくこととな

った。被災地として、特に修学旅行をはじめとした教

育旅行において、関係施設訪問等を通しての教育的意

義は重要であることについて、研究活動において改め

て確認することができた。 

 

２ 東日本大震災前の修学旅行文集における記述 

2008年、D県B高等学校（以下「B高」と表記）の

修学旅行（3 泊 4 日）は、最初の訪問先が兵庫県神戸

市の「人と防災未来センター」であった。修学旅行後

に記述された修学旅行文集において、当時の生徒たち

が修学旅行の感想を A４で 1～２枚ほど記述していた

ものを読み込んだ。その際、この「人と防災未来セン

ター」のことも含め、当時、近い将来予想された D 県

沖地震のこともあったことも踏まえ、地震等の災害に

ついての記述をしていた生徒が想像よりはるかに少な

かったことに強い衝撃を受けた。2024 年 12 月 7 日

（土）、大阪成蹊大学（大阪府）において開催された

当学会全国大会研究ワークショップにおいて、その調

査結果を報告させていただき、参加されていた方々か

らの反響も大きいものがあった。この B 高の修学旅行

において、この「人と防災未来センター」の訪問後、

神戸・大阪・京都の修学旅行としての定番となる場所

に訪問している。さらには、3 日目は自主研修と称し

てグループにより、希望する訪問先を訪れている。自

主研修も含め、この「人と防災未来センター」以外に

災害復興等の関係施設の訪問の記録を確認することが

できなかった。 

2024年の当学会全国大会後、何度も研究者の方々と

の意見交換をもとにたどり着いたこととしては、アナ

ログ資料である修学旅行文集のデジタル（Word）テ

キスト化であった。具体的には、人と防災未来センタ

ーを含む修学旅行の文集の分析が必要であると考え

た。この修学旅行文集を記述した当時の生徒たちは、

D 県沖地震（震度 5）は未体験であることや、2000 年

代に震度 6弱前後の地震が何度もあったこと、2011年

3 月東日本大震災の約 2 年 6 か月前であったこと等も

背景として考慮する必要がある。このテキストの分析

について、手法等を現在検討中である(注)。 

（注）修学旅行文集のテキスト化について、石巻専修大学の

経営学部教授の丸岡泰先生と学生さんにご協力いただいた。 

 

３ 災害復興関連施設についてのフィールドワーク 

復興のツーリズムにおける教育旅行に関連する施設
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高田剛司、大嶋淳俊、柳津英敬、泰松範行「日本観光研

究学会 39 回全国大会ワークショップ経過報告―災害後の

復興のツーリズムと観光地経営発展段階モデルの一般化
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について、文献調査とともにフィールドワークが大変

重要であることを認識していたこともあり、特に D 県

の中学校の修学旅行先として、圧倒的に多い首都圏に

焦点を絞り、ここでは二つの災害復興関連施設につい

て、2025 年 2 月 16 日（日）の訪問経験に基づき、考

察していくこととしたい。 

 

（１）横網町公園管理所（東京都墨田区） 

 この施設は、関東大震災の災害復興施設として長い

歴史があり、戦後は東京大空襲に関係する施設として

の役割も兼ねている。担当の方にお伺いしてみたとこ

ろ「（小学校・中学校・高等学校等における）修学旅

行での利用は多数ある現状」とのことであり、都内の

中心部にありながら敷地が大変広いこともあり、「修

学旅行において、大型バスの発着も十分可能」とのこ

とであった。D 県の中学生は、高等学校等を卒業後、

進学や就職において首都圏に居住する方々も少なくな

いとともに、日本国内すべての地域において、災害等

のリスクを抱えている現状も含め、ぜひとも、教育旅

行の訪問先として意義あるといえる。 

 この施設に関係する先行研究レビューをしたとこ

ろ、かなりの学術論文等が公表されており、数多くの

論文を拝読することができた。例えば、姜明采

（2019）をはじめ、姜明采氏は具体的に多数公表され

ている。また、観光まちづくりとの関連について考察

している論文として、丸岡（2024）がある。 

姜明采（2019）「震災記念堂を中心に計画された横網町公園

の建造物に関する研究 ―「日本趣味」の建築の成立過程

について―」神奈川大学博士論文 

丸岡泰（2024）「東京都慰霊堂・復興記念館の伝承と観光ま

ちづくりの現状」石巻専修大学経営学研究 36 

 

（２）そなエリア東京（東京都江東区） 

 この施設は、首都直下型地震等の災害が起こった

場合、本部機能を担うよう設計されている施設であ

る。公式ホームページの内容の一部を引用すると、

「そなエリア東京は、地震災害後の支援が少ない時

間を生き抜く知恵を学ぶ防災体験学習ツアー「東京

直下 72hTOUR」を中心とした防災体験学習施設です。

被災地や避難所の様子を再現した実物大のジオラマ

展示がございます。首都直下地震について、なぜ起

きるのか？いつ、どのような被害想定なのかを紹介

する首都直下地震特設コーナー、地震発生後を生き

抜くヒントや備えたいグッズの紹介もございます。

また、首都直下地震発生時に緊急災害現地対策本部

の候補地となるオペレーションルームも見学窓から

ご覧いただけます。」（注）と掲載されているとともに、

東日本大震災等の内容もかなり展示されおり、東北

地方の施設のような力の入れようである。訪問時は、

日曜日ということもあり、家族連れが多く、自分ご

とで意識を高める様子がいたるところで見られた。 

（注）東京臨海広域防災公園管理センター公式ホームページ 

https://www.tokyorinkai-koen.jp/sonaarea/ (2026 年 1 月 12 日閲覧) 

 

 

付記：この研究論文は、青野也寸志（2025）「復興のツーリズムから

の観光教育についての一考察 ―今後の研究計画、特に首都圏の教育旅

行施設等に焦点をあてて―」2025 年度日本観光研究学会東北支部研究

会の内容が一部含まれていることを申し添えます。 

 

 


